数学科学習指導案
授業者：　　　　 
指導教諭：　　　　 
日時：平成２０年　　月　　日（　　）

場所：東京電機大学理工学部鳩山キャンパス　　　　教室
１　単元名　「連立方程式」
２　単元目標

　①　２元１次方程式・連立方程式の文字や解の意味を理解する。
　②　解を求めることができるようになる。（加減法・代入法で計算できるようになる。）
　③　具体的な問題（文章題）を連立方程式を使って解くことができるようになる。
３　単元について

①　教材観
　　中学１年において、実際の問題について数量の間の関係を等式に表し、
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という文字を含んだ等式を１元１次方程式と表し、これを等式の性質などを用いて解く方法を学習してきた。本単元「連立方程式」では、１年次の学習をさらに推し進め、２つの数量を文字
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，
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を用いて表し、これらを用いて数量の関係を等式で表す。そして、これを２元１次方程式として表し、解き方や利用の仕方について考えていく。
　　ここで重要になるのが、２元１次方程式の解は１つの方程式だけで解こうとすると解が一意に定まらないことである。その点を生徒に伝えることでかなりの抵抗を示すと思われるので、身近な問題を例に出し、その抵抗を和らげていきたい。
　　また、２元１次方程式を形式的に解くためには、２つの方程式を用い、方程式を連立させることによって１つの文字を消去して１元１次方程式を作成することである。このことを生徒に掴ませ、またその消去法である「加減法」「代入法」を生徒に教え、これらの計算方法を学び、習熟を図っていきたい。
②　生徒観

　　男子１６名・女子１８名で数学が苦手な子が多い学級であり、数学の授業に対して楽しいと感じている生徒は少ない学級である。なので、数学の授業が分からない生徒に対してただ授業をやるだけではなく、より生徒との関わりを増やし生徒が授業に取り組めるような配慮が必要である。
　③　指導観
　　連立方程式の導入にあたる部分の提案授業なので、まずは、文字を２つ使って表す式が初めてなのでその式に抵抗感を与えないような工夫が必要になってくる。その為にこの授業ではトランプを題材に使い、誰でも親しみやすいような授業展開を考えた。また、普段授業を余り聞かない生徒の対応のために班での学習を取り入れることで、全ての生徒が参加し、学びあうことが、できる授業にしようと考えた。

４　指導計画（全１１時間）
　①　連立方程式（６時間）

　　(1)　連立方程式とその解（１時間）（１／１本時）
　　(2)　連立方程式の解き方（３時間）

　　(3)　いろいろな連立方程式（１時間）

　　(4)　基本の問題（１時間）

　②　連立方程式の利用（４時間）

　　(1)　連立方程式の利用（３時間）
　　(2)　基本問題（１時間）

　③　章の問題A（１時間）
５　本時の授業

　本時の目標：２つの文字を使った式を知る。
(１)数量の間の関係を文字を用いて表そうとする。　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】

(２)２元１次方程式の特性を理解し、方程式が2つ以上あるとき連立方程式ということを理解できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　【知識・理解】
(３)加減法により連立方程式が解けるようになる。　　　　　　　　　　　　　【表現・処理】
(４)代入法により連立方程式が解けるようになる。              　　　　　　【表現・処理】

(５)加減法と代入法の特徴を理解して場合によって使いやすい解き方を選択できる。

【数学的な考え方】

(６)文章問題を連立方程式に置き換えることができ、その答えを導き出せる。

【数学的な考え方】
	段階

(時間)
	学習内容
	児童（生徒）の学習活動
	指導上の留意点
	評価

	導入１
(１０分)
	○トランプを使って連立方程式の導入をする。
	◇教師が行うトランプを使った手品をみて、種を考える。

	◆生徒と一緒にトランプを使った手品を行うので、あまり盛り上がらないように注意する。

	【意欲・態度】

	導入２
(７分)
	○導入１で行ったトランプの手品を使ってどのように考えていけばそのマジックができるのかを考える。

	◇班を作って導入１にある手品の方法を考える。
◇出た意見は、発表用にみんなに聞いてもらうときにわかりやすいようにまとめる。

	◆３～４人の班をすみやかに作れるよう指導をしていく。
◆解き方がわかってしまった班は解き方がひとつではないのでいろいろな考え方を探してもらうよう事前に２・３個解き方があることを伝える。
◆机間指導をしていき、手がつまっている班にはヒントを出していく。
	【意欲・関心】
【見方・考え方】

	展開１
(８分)
	○班で考えた考え方を何班か発表してもらい、考え方を共有する。
○文字を２つ以上使った式があることを知る。
	◇いろいろな考え方があることを知り、その中で文字を使った考え方もあることを知る。
◇発表するのは、前で教師が行った手品と同じ数字を使う。
	◆班に発表してもらうときに、あらかじめ何班かいい考え方をしている班を見つけ、その班にあらかじめお願いをしておく。
◆生徒の考え方の中に文字を使った計算方法がないときは、教師のほうから伝える。


	【数学への意欲・関心・態度】

	展開２

(２０分)
	○展開１で出てきた考え方を使って文字を２つ使った式について知る。

	◇再度、トランプの手品を考えそこで２つの文字を使った式について知る。

	◆もう一度導入のトランプを使った手品の問を示し、「大きい数を
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、小さい数を
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とする」とどうなるのかを考えさせる。
◆このとき展開１で使った考え方（組合せの考え方）が重要だということを強調する。
	【数学への意欲・関心・態度】

	まとめ
(５分)
	○計算に文字を２つ以上使った式についてまとめる。
	◇文字を２つ以上使った計算を知る。
	◆文字を２つ以上使った計算についてまとめる。
◆どういった時に文字と２つ以上使うと便利なのかを伝える。
	


トランプを使った手品


・トランプを２枚ランダムにひいて、その中で大きい数と小さい数の和と差を言ってもらい２つの数がいくつなのかを言い当てる。（同じ数字になってしまったときはもう１度、１枚引いてもらう。）


・このとき和と差を黒板に書く。


そのときの考え方を使って連立方程式の導入をする。


・この手品を２回行い、生徒に考えさせる。





問　トランプの手品


トランプを２枚ランダムにひいて、その２枚で大きい数と小さい数の和と差を言ってもらい。２つの数がいくつなのかを当てる手品。





予想される生徒の回答


①　和の方法でトランプの中での組合せを考え差の計算方法であてはまるものを見つける。


②　連立方程式で解く（塾での既習者）。


③　勘。


④　偶数と奇数の組合せを考えて解く。


⑤　表を作って解く。





問　トランプの手品


トランプを２枚ランダムにひいて、その２枚で大きい数と小さい数の和と差を言ってもらい。２つの数がいくつなのかを当てる手品。





トランプを２枚ランダムに引いて，大きい数の２倍と小さい数の和と差の計算をしてもらい同様な手品を行う。


これによって，文字を使った計算が便利になることをしっかりと伝える。
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